1. 国外留学助成金の審査・決定
村尾学術局長から、21年度第1回国外留学助成金に横平政直先生の申請が報告された。国外留学助成金応募選考基準にのっとり参加理事全員による審査が行われた結果、金193,800円の助成が決定した。
2.研究助成金・奨励金審査・決定
村尾学術局長から選考過程について説明が行われた。研究助成金部門（受賞額100万円）では日下隆先生（香川大学医学部総合周産期母子医療センター）が、また研究奨励金部門（受賞額50万円）では中井浩三先生（香川大学医学部皮膚科）が、外部評価で第1位の点数を獲得した。外部評価委員の方の公正な審査結果をふまえて、それぞれの受賞について拍手をもって理事会で承認された。
また、執行部より、受賞者の受賞後の申請回数に制限を設けることが提案された。研究奨励金は、1回の受賞をもってその後の申請はできないこととする。また、研究助成金は、1回受賞した後はインターバルを３年置いて再度申請が出来る、という形にする旨が提案され、拍手をもって理事会で承認された。
3.２０年度決算の承認
乾事業局長から、20年度決算報告に併せて、讃樹會理事会監査委員会の監査報告及び岩村会計士事務所の監査報告が資料として提示され、拍手をもって理事に承認された。
4.２１年度予算案の承認
乾事業局長から21年度の予算案が上程され、従来の予算項目に加え、今期の新たな事業案について説明された。
1）看護科同窓会支援について、清元会長代行から説明があった。
「看護科卒業生から、助産師の資格をとるための勉強を援助してくれるシステム等あれば香川大学に帰ってきて働きたいという希望も出ており、病院の看護師不足解消に資する意味でも、木蓮会で奨学金制度の立ち上げを進めたいが、そのための資金が不足しており讃樹會に原資を貸してほしい」」という申し出が木蓮会からあった。支援事業の一環として予算化を希望する。
2）法人化調査費について、乾先生から説明があった。
２０万を予算化し、法人化によるメリットや法人化した上で適正に事業を行っていく方法などを調査して、法人化を進める。
3）国際交流推進事業としての予算化について、清元会長代行からの説明及び国際交流委員長の徳田先生をお招きしてプレゼンが行われた。
清元先生から、同窓会は学生の国際交流支援を事業の一つとしており、すでにこちらから海外に行く学生に関しては一人当たり４万の助成をしている。しかし、海外から来られた時に関しては、今は、国際交流委員会の手弁当でいろいろな事業がまかなわれている。双方向の国際交流がうまくいくために、こちら側と提携している教職員、学生とかが来られた時に対して何かの基金を創設していただけないかという国際交流委員会からの要望があり、事業案として審議してほしい旨が説明された。
国際交流委員会委員長の徳田教授のプレゼンでは、国際交流活動が近年学生を中心に非常に活発化している現状が説明された後、その反面、華美にならないように努力していても、どうしても大学のどの経費からもカバーできないような経費が必要となるため、後進の学生たちのために同窓会から一定程度の援助を検討してほしいとの要請があった。
更に、清元先生から、金銭的に援助をもらっても海外へ留学できない学生もおり、むしろ向こうからきていただいて学生と交流していただければ、香川にいながら国際交流が出来るひとつの支援事業になるのではないかという意見が追加された。
それに関連して、ノベルティグッズ（同窓のネクタイ、マグカップなどのようなもの）を作って、国際交流の記念品として利用するようなことも事業の中に盛り込んではどうかという提案が清元先生から出された。
審議に移り、議長の横井理事長から、まず、基本的に提携大学との国際交流事業についての援助を讃樹會として何らかの形で行いたいかどうかの確認、次に、今のような実績の活動において大学からどうしてもサポートができない部分に対して讃樹會が一応基準を設けて援助する（具体的にはレセプション、親睦会及び何らかの物品に関しても援助を行う）という基本路線について、これでいいかどうか確認があり、拍手をもって理事の承諾があった。
具体的に、清元先生から、国際交流（留学助成）やACLSなどの在校生による従来の活動に対する支援額100万円に、新しく今回国際交流委員徳田先生のプレゼンにより提案された国際交流への助成50万円を加えて学生援助基金とし、合計150万円という金額の提示があった。また、新たに事業促進費として50万円を予算化しノベルティグッズを作って、それを新たに提案されたような国際交流事業にも使うことが提案された。また、乾事業局長からも、予算案の資料について、学生援助基金を150万、事業促進費を50万円に修正するよう申し入れがあった。
次に横井理事長から、実際の国際交流事業は学生が殆ど実質主催になっており、学生がもてなしをするという意味でも新たな提案部分を含め学生援助基金に該当できること、また、事業促進費に関しては、国際交流とは分けて考えて、新しく学内向けのノベルティグッズを作った中から、せっかくなので来日された方にプレゼントしようとするものと理解する旨発言があった。
小川先生から、ノベルティグッズはどんどん作ってもらったらいいと思う、本学の方でも、興味本位ででも学生がどんどん買っているし、起爆剤にはならないかもしれないけど、売れる要素（新たな収入源）にはなるのではないかと思う、との賛成意見が出された。
清元先生から、大学のロゴや医学部のロゴの使用については、まず許可をとる必要があることが付け加えられた。儲けは度外視して、まずはいろいろなものを作ってみんなが使ってくれたらいいという発想である。医師賠償保険の収益等をこの事業で相殺していくという考え方もできる。とりあえず、事業を促進するためのものをやってみるのがいいという意見が出された。
横井理事長から、ノベルティグッズの具体的な内容についての理事各自の意見は、後日、メーリングリスト、事務局、理事長に個別に連絡する方法が示された。
議論を進めるうちに、「医学部学生および同窓生に向けてのノベルティグッズ」と、「国際交流事業において、国際交流連携先海外からの受け入れ者に対するプレゼントの意味合いであるノベルティグッズ」の意味が混同されるにいたり、加地先生から、ノベルティグッズを国際交流に使うということは別次元の問題であり、別に新たな事業計画として提案されてしかるべきではないか、と確認する質問が出された。　　横井理事長から、たしかにその通りである。医学部の何らかの記念品を作ること自体には理事の皆さんは賛成のようなので、これは事業促進費として検討していただく。まずは基本的には国際交流とは関係ないところのノベルティグッズの開発をし、国際交流事業と絡めて検討するのは次年度以降の議論とすることではどうかと提案・確認した。
乾事業局長から、ノベルティグッズについては、実際の制作は年内には間に合わないかもしれないが、調査費的な予算として50万を計上する旨が、再度示された。
以上の議論を経て、横井理事長から、資料中の要項にある「国際交流のお土産等にグッズを利用する」という箇所は今回はひとまず削除し「医学部としてのノベルティグッズ開発」に事業促進費50万円を計上すること、グッズが実際に制作され、国際交流の状況もみて援助をどうするかはまた新たに来年以降予算化することが確認された。
以上の予算案審議から、①学生援助基金として、従来の100万に、国内での国際交流事業への支援としての50万を加えて、合計150万円に増額する。②事業促進費としてノベルティグッズの制作に向け新たに50万を充てる③木蓮会支援事業費として、木蓮会奨学金設立のための原資100万を支援する。④法人化調査費として、本格的に法人化を検討するための調査費として、20万を充てる。⑤他の項目は従来通りの実績のあるものを提案通り予算化する、ということで理事の承認をあおぎ、拍手をもって21年度予算が議決された。
5.会長選挙・理事選挙について
来年の会長選挙については、会則が「会長選挙の開票は、郵送分に対しては事前に開票公開を行うという」と改正され、その分、総会当日の開票作業が短縮されることが期待される。具体的には、会長選挙の投票用紙を郵送する際に、開票時期の日時、場所を明記した上でお知らせすることになる。理事選挙も同時に案内され、信任・不信任投票を同時に返送してもらうことになる。田井選挙管理委員長を始め選挙管理委員会と事務局を中心に、変更点が会員にわかるような形で段取りをしていくことになる。
6.香川大学連合会
21年度香川大学同窓会連合会監事の選出について高橋会長から報告があり、昨年度の監事である平川栄一郎先生の再任をお願いしたいということで、平川先生の承諾を得た上で、理事の拍手をもって承認された。
7.その他
会長代行の清元先生から、「最近、なかなか会長代行としての職責を全う出来ないということもあり、今回の執行部会、理事会をもちまして、辞職させていただくことになりました。理事会の先生方には同窓会の活動にご理解とご支援いただきまして、本当にありがとうございました。これからはサポーターの一員として、同窓会活動を頑張って応援していきたいと思います。次節の理事会では、運営の形が変わるかもわかりませんが、高橋会長を中心に宜しくお願いします。」と挨拶があった。続いて高橋会長から、「去年私が会長に再任された時に、大学との関係を密にということで、いろいろ理事会や執行部会の在り方を作り変えた時に、私は学外にいる状態なので清元先生にお願いして、学内の代行をということで立ち上げに非常に尽力していただきました。研修医の問題や大学側との折衝の問題など、非常にうまくやってきて、現在うまくいってるということと、それから、本来であれば2年間を全うしていただければいいかと思うのですが、非常に個人的に負担も大きいということで、今回、急なのですが、一応、職を解いてほしいということがありました。慰留はさせていただいたのですが、本人の希望が強く、本業の方に専念していただくということになりました。何かありましたら、また力を借りることもあるかと思いますので、今回はこういう形でご了解いただく形になっております。」との言葉があった。
会長代行として尽力いただいた清元先生に対し執行部及び理事からねぎらいの拍手が贈られた。
21時30分横井理事長の終了の言葉で理事会が終了した。
理事会議事録　　　　　　　　　　　　　　　H21年度第一回理事会　　　　　　
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